
教科名（　　美術　　　　　　　　　）

鵬ＤＰとその定義 Ｓ（応用） Ａ（つながり） Ｂ（考え） Ｃ(入口）
点　　　　　　　数 ５点 ４点 ２点 １点 合計

ＤＰ 再認識力
定義

・考えたり、振り返ったりできたり、得た知識や技能を
応用できる力

ＤＰ 情報収集力

定義 ・調べるための手段や対象を適切に設定できる力

ＤＰ 問題発見力

定義
・課題を的確にとらえたり、捉えた課題から新たな視点
や発見ができる力

ＤＰ 分析力
定義

・論理的に思考できたり、データの特徴を的確にとらえ
ることができる力

ＤＰ 共感力

定義
・自分の意見を主張するだけでなく他者の意見や感情
を理解することができ、さらにいろいろな意見を総合し
てよりよいものを想像することができる力

ＤＰ 表現実行力

定義
・物事を他者に伝えられたり、実際に行動につなげる
力

鵬ＤＰ評価表（教科用） 評価基準

既習の事柄を用いて制作を行
い、更に工夫を重ねてより個性
的で高い表現技能の作品作りを
する。

既習の事柄を用いて制作に取り
組み、主体的な態度で独自の表
現を模索する。

既習の事柄を用いてどのように
制作に取り組むか構想する。

既習の事柄を思い出すことがで
きる。

教科書や資料集あるいはイン
ターネットなどから情報を収集精
査し、それらを活用して作品作り
に生かすことができる。

構想段階において必要な情報を
収集精査し、制作のための準備
ができる。

▼構想段階において必要な情報
を収集精査することができる。

▼構想段階において必要な情報
を収集することができる。

情報を活用して、自分の作品を
客観的に捉え、表現上の技法や
考え方を分析し、次の作品作り
に生かすことができる。

情報を活用して、
 自分の作品を客観的に捉え、表
現上の技法や考え方を分析し、
工夫することができる。

情報を活用して、
 自分の作品の表現上の技法や
考え方を構想し、イメージを高め
ることができる。

情報を活用して、 自分の作品の
構想を練ることができる。

作品の課題設定を正しく理解し、
個性的に表現するための技法や
表現方法を発見できる。

作品の課題設定を正しく理解し、
表現するための技法や表現方
法を模索できる。

作品の課題設定を正しく理解し、
表現するための構想を練ること
ができる。

作品の課題設定を正しく理解し、
主体的に取り組むことができる

自分の作品を通して表現意図や
内容を他人へ伝え、質問や意見
に答えてコミュニケーションをとる
ことができる。

自分の作品を通して表現意図や
内容を他人へ伝えることをねら
いにして、コミュニケーションをと
ることができる。

自分の作品の表現意図や内容
が伝わるように、ねらいを明確に
することができる。

自分の作品の表現意図や内容
が伝わるように構想することがで
きる。

自分の作品と他人の作品を鑑賞
して、他人の作品の良さも理解、
共感して自分の作品に取り入れ
ることができる。

自分の作品と他人の作品を鑑賞
して、自分の良い点に気づくとと
もに、他人の作品の良さも理解
し、共感することができる。

自分の作品と他人の作品を鑑賞
して、他人の作品の良さを認め
るとともに、その表現意図を理解
することができる。

自分の作品と他人の作品を鑑賞
して、他人の作品の良さを味わう
ことができる。


